
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図書館では本はもちろんのこと、ＣＤ・ＤＶＤ、新聞、雑誌などさま

ざまな資料を用意しています。どなたでも館内で自由にご覧になれるほ

か、一部を除き、図書館の貸出カードで借りることができます。 

本以外の資料も活用して、図書館をもっともっと楽しんでください！ 

新 聞 
全国主要紙や新潟日報のほかスポーツ新聞に

サッカー専門紙「エルゴラッソ」もあります。

バックナンバーを一定期間保存しているほか、

データベースでお調べすることもできますの

で、ご利用ください。 

かめだ図書館だより
新潟市立亀田図書館（江南区文化会館内）第1７号 平成 2９年６月発行 

DVD 視聴用 AV ブース 

色々あります！図書館の魅力 

紙芝居・大型絵本 
紙芝居や人気の作品を大型化した絵本など、読

み聞かせを楽しむのにぴったりの資料も取り

そろえています。紙芝居などがある「おはなし

のへや」は、読み聞かせのスペースとして自由

にご利用になれるほか、定期的に「おはなしの

じかん」を開催しています。 

雑 誌 
ＮＨＫ講座テキスト、ファッション誌、スポ

ーツ・経済の専門誌、「komachi」や「月刊に

いがた」といった郷土雑誌など 94 種を所蔵。

最新号は貸出しないため、図書館でゆっくり

お楽しみいただけます。 

CD・DVD 
さまざまなジャンルの CD・DVD を取りそろえ

ています。CD ではビートルズや J-POP、DVD

では「おしん」や「男はつらいよ」などの往年

の名作に、ヨガやダンスも人気。DVD は館内の

ブースで視聴もできます。 

 

 

 

新着情報！  

ガチンコ商品テストで大人気の「LDK」 

郷土雑誌「新潟発 R」が入りました。 

ぜひお読みください！ 

 

 
おはなしのじかん実施中！ 

・ 第２・４水曜日 

・ 第１・３土曜日 

・ 第４日曜日     11:00～11:30 

 

紙芝居を使ったおはなし会 

in おはなしのへや 

10:30～11:00 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「うちどく（家読）」は、「家
・

族ふれあい読
・

書」のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

など 
いっしょに本を読む 読み聞かせをする 感じたことを話し合う 

うちどくブックリストのうちどくってなあに？ 

うちどくは「家族みんなで読書をすることで家族のコミュニケーションを深

める」ことを目的にした読書運動です。学校での「朝の読書」運動の家庭版と

して、2006 年に提唱されました。 

 子どもを中心に家族で同じ本を読み、読んだ本の感想を話し合う方法が基本

ですが、「本を家族みんなで楽しむ」ことができれば、どんなスタイルでも OK

です！ 

テレビやゲームから離れて、少しの時間でも、ご家庭に合ったやり方でうち

どくを楽しんでみてください。 

 

 

ブックリストがリニューアル！ 

亀田図書館 うちどくブックリストコーナー 

今年度、市立図書館のブックリストが新たに「うちどくブック

リスト」として生まれ変わりました。リストは年齢別に 0～2 歳、

2～3 歳、3～5 歳、小学校低学年、中学年、高学年の 6 種類。図

書館司書たちが選りすぐったリストに、それぞれの年代の子ども

にぴったりの 16 冊を紹介しています。 

 

絵本を読んであげたいけど何を読めばいいのかわからない…… 

一人で読み始めた子にどんな本を手渡したら…… 

読書感想文に何をすすめたらいいのか…… 

 

こんな時にもブックリストをご活用ください！ 

 

亀田図書館では、子ども図書室ブックリストコーナーにリスト

と掲載された本を用意していますので、どうぞ手に取ってご覧く

ださい。リストは「新潟市の図書館」のホームページ（キッズペ

ージ）でも見ることができますよ。 

6 種類のブックリスト 

 ？ 

 ！ 

夏休みは図書館で！ 
～子ども向け図書館活用のススメ～ 

http://4.bp.blogspot.com/-eQHo9pHbmmI/Udy6mloYtYI/AAAAAAAAWJg/B4t2N99HZaY/s800/ehon_hahako.png
http://4.bp.blogspot.com/-RMcdhf5E7mk/VD3R9LXctVI/AAAAAAAAoLo/GRTzvjDWCgc/s800/family_danran_big.png
http://4.bp.blogspot.com/-MOlFE0NaYdQ/VJ6W3nlqwzI/AAAAAAAAqBA/6CtogqZZSZk/s800/dokusyo_kids.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

こどもの読書週間レポート 

自由研究のテーマや工作の方法、夏休みに

おすすめの本など、図書館職員が資料や情報

探しをお手伝いする「としょかん探偵局」を

夏休みに実施します。 

 知りたいこと、調べたいことを、気軽に図

書館の職員に話してみてくださいね。 

夏休みイベント案内 

 
今年もやります！ 
としょかん探偵局 毎年4月23日から5月12日はこどもの読書週

間。亀田図書館ではこれに合わせて、みんなのお気

に入りを紹介してもらう「この本だいすき！」と、

絵本の読み聞かせなどを楽しむ「おはなしのじかん

スペシャル」を開催しました。 

 

図書館で夏休みの思い出を作りませんか？夏休みのイベントをご紹介します。 

外国語の絵本の読み聞かせ 
外国人講師が、英語と中国語で絵本の読

み聞かせを行います。日本語を交えてお話

するので、言葉がわからなくても大丈夫。

外国の手遊びなどもあります。 
 
日時 7 月 25 日(火) 

   午前 11 時～11 時 40 分 

会場 江南区文化会館 和室 

対象 3歳以上の子どもとその保護者15組 

※事前申し込みが必要 

 

 

体験しよう！図書館のしごと 
知ってるようで知らない、図書館の裏側

をのぞいてみませんか。カウンターでの貸

出・返却、本のフィルムがけなどを体験で

きます。 
 
日時 8 月 8 日(火) 

   ①午前 9 時 30 分～11 時 

   ②午後 1 時 30 分～3 時 

会場 亀田図書館内 

対象 小学校 4～6 年生 

   各回 4 人（合計 8 人） 

持物 お気に入りの本 1 冊 

※事前申し込みが必要 

 

 

『のっぽのサラ』 
パトリシア・マクラクラン／作 金原瑞人／訳 徳間書店 2003 年 

（小学校中学年～高学年向け） 
 
アンナは弟のクレイブとお父さんの３人暮らし。大草原の小さな家に

住んでいます。この家族のもとにサラという女性がやって来ました。サ

ラはお父さんが出した花嫁募集の新聞広告を見て、もし一緒に暮らせそ

うなら結婚しようとやって来たのでした。さて、サラはずっとこの家に

いてくれるのでしょうか。 

大草原に暮らす家族の日々を描いた愛情あふれる物語です。 

（亀田図書館・鷲尾） 

 
「この本だいすき！」

では、皆さんからおすす

めしてもらった本を館

内に順次展示。定番から

意外な本まで、皆さんの

「だいすき！」を紹介し

ました。 

職員のおすすめ本 

ざりがにって何を食

べるの？ 

ポップアップカードの

作り方がわかる本は？ 

たとえば、こんな疑問に…… 



 

 

 

 

俳句の窓 第 3 回  
 

地域の俳人・田村紅子さんから、江南区にゆかりのある俳人の句を紹介していただきます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

元日もはや往診の遅夕餉
ゆ う げ

 

渡辺 信一 
（合同句集花太藺より）   

亀田第一病院初代院長の句。まだ酒屋に居ら

れた頃の句で、情に厚くとても優しく、あの笑

顔で元日の往診も快く引き受けられた。 

雨雲の去りたる朝の大牡丹 

渡辺 テイ 
（句集大牡丹より）   

亀田第一病院初代院長の奥様の句。大柄で誰

をも包み込んでくれる笑顔が素敵な方であっ

た。あたかもこの句の「大牡丹」のように。 

  
田村紅子さん＊本名田村和子。亀田出身。亀山其園（高浜虚子の弟子）に師事。俳誌「雪」「玉

藻」同人。「鷗」副主宰。亀田図書館協議会委員として図書館運営に協力。著書：『紅萩』など 

 

「コンビニ人間」 
村田沙耶香／著 文藝春秋 2016 年 第 155 回芥川賞受賞 

 

 古倉恵子、３６歳、独身。コンビニバイト１８年目。オープン時からの古参店員。 

 店に新人の白羽さんが入社。彼はお客様にストーカー行為をしたため、辞めさせ

られる。居場所のない彼を、恵子は連れて帰る。同棲を提案すると、「僕を隠して

欲しい」と取引を求めてきた。しかし、１人で自立独歩する気持ちがまるでないダ

メ男だった。 

 コンビニを辞めた恵子は、就職面接に行く。途中で入ったコンビニで、コンビニ

の「声」が聞こえてきた。色々と店の売場を手直ししていると、身体がコンビニの

ために存在していると、はっきり感じられた。社会から干渉されないために同棲し

たが、もう白羽さんは必要ないと思った。 
文：村山広栄さん（亀田図書館協議会委員） 
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おすすめの本 

 

この４月より亀田図書館長として着任いたしました真柄と申します。 

いつもたくさんの皆様からご利用いただき、大変感謝しております。 

亀田図書館は、亀田新明町からアスパーク内にあります江南区文化会館

へ移転・開館してから、この１０月で５年の節目を迎えます。 

江南区の中心図書館として、皆様の読書活動のお手伝いや、身近な課

題・疑問について解決に向けた支援ができるよう、様々な事業や広報を通

じて、情報発信して参りたいと考えております。 

 どうぞ、よろしくお願いいたします。 

亀田図書館長 真柄美和 

新任館長 ご挨拶 


